
序 章 調査研究の概要 ・ 第１章 静岡市の現況

静岡市生物多様性地域戦略は、静岡市環境基本計画の下に位置付けられた個別計画とし
て定められている。目標期間を2020年に設定しており、見直し時期が迫っている。
最新の生物生息域調査等による現状及び課題把握、これまでの取組評価、静岡市の特色を
生かした生物多様性保全施策の検討から、現行戦略の見直しを目的とする。

現行地域戦略策定時からの生物多様性に関係する変化

生物多様性を取り巻く自然環境の変化：動植物種数の減少、里山荒廃、耕作放棄地の増加

外来生物・有害鳥獣の生息域拡大：在来生物との競合、農作物被害の拡大

生物多様性保全に対する理解・行動の普及：自然とふれあう機会の減少

担い手・人材の育成・確保：生物多様性保全活動の継続が困難
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第２章 生物多様性の主流化を取り巻く状況

「生物多様性」：
地球上に存在するすべての生物の
間に違いがあること。
「生態系サービス」：
我々の生活を支える、食物や水、
気候など、様々な生きもののつな
がりによって供される恵みのこと。生物多様性は生態系サービスの源とも言えるため、我々が将
来の世代にわたって様々な生態系サービスを享受するためにも生物多様性の維持・回復は重
要。
「生物多様性の主流化」：生物多様性の保全と持続可能な利用の重要性が、国、地方自治
体、事業者、NPO・NGO、 国民などの様々な主体に広く認識され、それぞれの行動に反映さ
れること。

生物多様性の維持・回復と持続可能な利用を通じて、自然共生社会を実現

第３章 静岡市の生物多様性取組の評価と課題

評価・調査

都市の生物多様性指標に基づく評価
全国的・相対的な評価を行う手段のひとつと
して、国土交通省都市局が発表した「都市の
生物多様性指標」を用いて市の生物多様性
保全の状況を評価。

関係団体等へのヒアリング
環境や生物に関連した専門的な活動をして
いる6団体へ、静岡市の生物多様性・自然
環境等に関する評価、課題等について直接
面談によるヒアリング調査を実施。

外来生物等各種生物の生息状況
文献による既存調査での動物種の生息状況
調査、自動撮影カメラによる外来種等の生息
状況調査を実施。

現行の生物多様性地域戦略に基づく
事業実施状況の評価
リーディングプロジェクト進捗評価、市関連事業
の分類整理による取組評価を実施。

環境教育・環境保全活動に関する
アンケート調査
環境教育及び環境保全活動に関係する市内
の市民団体、教育関連施設、幼稚園・保育園
・こども園、中学校、高等学校、企業・事業者を
対象にしたアンケート調査を実施。
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課題分析

1

（参考）３つのレベルの生物多様性
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第４章 次期戦略の目標案

2020年目標（現行地域戦略目標）「生物多様性の考え方の普及と保全・再
生の着手」の進展

2030年目標案

10年単位での段階的なアプローチにより、最終的な2050年目標「生きものとの
共生による、健康で豊かな暮らしを次世代に受け継いでいく社会」への到達を
目指す。

社会・自然の変化に対応した生物多様性への理解と協働推進による
保全・再生の拡大

第５章 リーディングプロジェクト候補案

リーディングプロジェクト候補案
全体像
…次期戦略の構成における主要な
リーディングプロジェクト・取組を整理。

（右図参照）

第６章 次期生物多様性地域戦略案と役割

↑プロジェクトごとに役割整理図を作成

１ 自然と暮らしの共生に向けた適切な環境管理推進
プロジェクト

２ 社会環境変化に負けない環境教育・人づくりプロジェ
クト

３ 生きものモニタリングの推進による外来生物対応適正
化プロジェクト

広がる森林の維持管理など、里地・里山の適正管理
に取り組む
イベント開催を通じた団体交流と活動領域拡大を目
的とした、まちなかでの自然ふれあい活動を推進する

幼児期からの環境教育に力を入れる
環境モニタリング等の活動につながる環境教育を推進
する

種の保存や生態系の保護等の多様性に係る外来生
物等への対応適正化に取り組む

リーディングプロジェクト候補案

各
プ
ロ
ジ
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ト
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役
割
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◼ 企業
活動の場の提供、緑化推進等への協力、団体活動
支援

◼ 市民、団体、教育・研究機関
事業への参加、モニタリング等の協力、交流促進

◼ 行政
各主体の活動に係る環境整備・コーディネート業務

1年目 2年目 3年目 4年目 5年目 6年目 7年目 8年目 9年目 10年目

理解・啓発
情報共有

活動構築

活動展開

団体等への活動支援新たな活動主体の自立活動グループの創出活動への参加拡大活動への関心拡大

活動ノウハウの更新・高度化活動ノウハウの共有活動主体間のマッチング

相談窓口運用

情報発信・共有・蓄積・分析情報蓄積情報共有情報発信

活動協力
活動主体間の連携

相互協力
連絡会・協議会等による交流機会の

創出各種イベント等による交流機会の創出

↑プロジェクトごとにプロセスを整理し、
戦略マップを作成

リーディングプロジェクト推進スケジュール（イメージ例）

戦略

2030年までの目標
「社会・自然の変化に対応した生物多様性への理解と協働推進による保全・再生の拡大」

リーディング
プロジェクト

１．自然と暮らしの共生に向けた適切な環境管理推進プロジェクト
２．社会環境変化に負けない環境教育・人づくりプロジェクト
３．生きものモニタリングの推進による外来生物対応適正化プロジェクト

戦略１：人と生きものが共生する社会づくり
1．南アルプスから駿河湾に広がる生きものの生息・

生育場所を守ります。
2．自然と居住の境界の環境保全に努めます。
3．外来生物の把握・管理の充実に努めます。

戦略2：自然を身近に感じ・親しむ社会づくり
1．まちなかでの自然ふれあい機会の拡大に努めます。
2．自然の中での健康的な活動機会を推進します。
3．身近な緑地の保全に努めます。

戦略3：環境への関心・関与を継続できる社会づくり
1．幼児期からの環境教育機会を推進します。
2．多様な主体間での生物多様性情報の共有を図

ります。
3．保全活動の輪を広げます。

戦略４：生物多様性に配慮した社会づくり
1．多様性評価のための適正な指標整備を図ります。
2．指標に基づく種の保全環境の整備に努めます。
3．生態系の多様性に配慮した活動支援に努めます。

多様な主体との交流や連携の機会を確保するために、行政は様々な交流、関
係構築のためのコーディネーターとしての機能をより一層発揮していくことが求
められる。


